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三
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保
険
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え
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
樋
口
恵
子
／
司
会
・
林
慶
子

年
金
制
度
は
ど
う
変
わ
る
か

年
金
制
度
は
五
年
に

一
回
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
が
、
来
年

一
九
九
九
年
は
改
正
の
年
に

当
た
る
。
四
月
例
会
は
そ
れ
に
照
準
を
当
て
て

の

「年
金
勉
強
会
シ
リ
ー
ズ

。
第

一
弾
」。

一
五
〇
人
の
会
場
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
満
員
。
三
割
く
ら
い
は
男
性
の
参
加
者
だ
。

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
が
第
二
号
被
保
険
者

の
取
り
扱
い
を
ど
う
す
る
か
に
あ
る
た
め
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と

っ
て
他
人
事
で
は
な
い
か
ら

だ
ろ
う
。

司
会
の
林
慶
子
さ
ん
の
張
り
の
あ
る
声
が
響

き
わ
た
る
。
「年
金
が
く
る
く
る
変
わ
る
か
ら
生

活
設
計
を
建
て
ら
れ
な
い
。
改
正
を
目
前
に
し

た
勉
強
会
が
開
け
た
こ
と
は
大
い
に
意
義
が
あ

２つ
」
。

樋
日
恵
子
さ
ん
は
お
昼
は
宮
内
庁
の
園
遊
会

出
席
、
そ
の
後
ジ
ョ
イ
セ
フ
出
席
と
超
過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
本
会
の
開
始
時
刻
に
間
に
合
う

か
ど
う
か
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
無
事
セ
ー
フ
。
「今

日
の
天
気
と
同
じ
よ
う
に
、
今
回
の
年
金
改
正

も
思
わ
せ
ぶ
り
」
と
、
い
つ
も
な
が
ら
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
「第
二
号

被
保
険
者
を
巡

っ
て
世
論
が
高
ま

っ
て
お
り
、

私
た
ち
も
そ
の

一
つ
の
意
見
を
形
成
し
た
い
」

と
い
う
当
会
の
意
気
込
み
を
語
る
。

第

一
部
の
講
師
、
紺
矢
寛
朗
氏
は
厚
生
省
年

金
局
企
画
課
長
。

第
二
部
の
目
黒
依
子
氏

（上
智
大
学
教
授
）

は
年
金
審
議
会
委
員
で
、
女
性
の
立
場
か
ら
年

金
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
数
少
な
い
お

一
人
。

「国
連

・
女
性
の
地
位
委
員
会
」
に
お
い
て
も

活
躍
中
の
方
だ
。

第

一
弾

於

・
虎
ノ
門
国
立
教
育
会
館
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使命感と情熱で話される紺矢さん

第

一
部
年
金
制
度
は
ど
う
変
わ
る
か

講
師

・
紺
矢
寛
朗

（厚
生
省
年
金
局
企
画
課
長
）

●
年
金
は
経
済
社
会
の
鏡

「年
金
制
度
は

″ど
う
変
わ
る
か
色

で
は
な

く
、
国
民
の
意
見
を
集
約
し
て

″
ど
う
変
え
て

い
く
か
″
が
重
要
。
そ
れ
に
は
、
国
民
の
年
金

に
対
す
る
考
え
方
や
情
報
を
集
約
し
て
幅
広
く

問
題
提
起
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

改
正
に
つ
い
て
意
見
が
拡
散
し
て
い
る
印
象

を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
年
金
の
問
題
の
難

し
さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
年
に

一
度
の
改
正
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
、
国
民
の

不
信

・
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
国
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
不
信

・
不
安
を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
改
正
は
二
〇
世
紀
最
後
の
改
正
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
か
ら
審
議
会
で
本
格

的
に
議
論
し
、
来
年
の
今
頃
国
会
提
出
の
運
び

と
な
る
。

年
金
制
度
は
、
経
済
社
会
の
鏡
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
経
済
社
会
を
ど
う
反
映
し
た
年
金

制
度
に
す
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

は
右
上
が
り
の
経
済
で
、
負
担
が
増
え
て
も
経

済
が
成
長
し
て
い
た
の
で
、
五
年
間
で
二
・
五
％

の
引
き
上
げ
の
見
通
し
が
立

っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
現
在
、
経
済
成
長
が
見
込
め
な
い
。
そ
こ

で
負
担
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
論
点
は
、
次
の
よ
う
に

な
る
。「経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
。
経
済
社

会
の
あ
る
べ
き
方
向
を
目
指
す
。
こ
の
両
面
か

ら
考
え
て
い
く
」。

●
年
金
は
生
活
の
多
様
化
に
左
右
さ
れ
る

年
金
制
度
と
は
、
「老
後
の
収
入
の
保
障
」
の

た
め
に
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
の
老
後
生
活
を

支
え
る

「世
代
間
扶
養
」
を
原
則
と
す
る
。
現

在
、　
一
億
二
千
万
人
の
人
日
の
う
ち
、
七
千
万

人
が
加
入
。
標
準
的
な
年
金
額
は
、
月
額
約
二

三
万
円
、
高
齢
者
の
収
入
の
大
半

（七
六
ｏ
四
％
）

を
占
め
て
い
る
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
っ
て
、

長
寿
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
安
心
を
保
障
す
る
も

の
で
世
代
間
の
パ
ラ
ン
ス
が
課
題
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
飛
び
交

っ
て
い

る
が
、
日
本
国
が
存
続
す
る
限
り
、
年
金
は
存

続
す
る
。
年
金
が
破
綻
す
る
と
か
、
崩
壊
す
る

と
か
と
い
っ
た
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

但
し
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
が
公
的
年
金

の
改
革
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
来
る
者
の
負
担
を
ど
う
考
え
る
か
が
改
革

の
考
え
方
の
基
本
に
据
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
の
三
点
、
①
世

代
間
の
均
衡
、
②
世
代
内
の
均
衡
、
③
公
的
年

金
と
自
助
努
力
の
組
み
合
わ
せ
―
か
ら
の
検
討

が
必
要
と
な
る
。

現
在
、
第

一
号
被
保
険
者
が

一
千
九
百
万
人
、

第
二
号
被
保
険
者
が
三
千
九
百
万
人
、
第
二
号

被
保
険
者

（二
号
の
配
偶
者
）
が

一
千
二
百
万

人
。第
二
号
の
問
題
は
、
①
単
身
者
の
増
加
、
②
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共
働
き
の
増
加
、
③
離
婚
の
増
加
、
に
よ

っ
て

生
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
生
活
の
多
様
化
に
も

対
応
で
き
る
年
金
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
八
五
年
の
改
正
で
現
在
の
第
二
号
被
保

険
者
の
取
り
扱
い
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
全
部
が
大
名
義
の
加
入

（妻
は
厚
生
年
金

の
任
意
加
入
）
で
、
二
人
分
の
給
付
が
あ
り
、

妻

へ
の
独
自
の
年
金
給
付
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
改
正
に
よ
っ
て
、
独
自
の
負
担
が
な
く
独
自

の
年
金
を
給
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
も
の
。

諸
外
国
の
取
り
扱
い
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
と
同
じ
シ
ス
テ

ム

（被
用
者
が
本
人
分
の
保
険
料
の
み
を
拠
出

す
る
が
配
偶
者
も
給
付
を
う
け
る
）
で
、
財
政

方
式
も
保
険
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
税
を
財
源
に
し
て
い
て
居
住
の
み
を
用
件

と
し
て

一
定
の
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

年
金
制
度
は
、
実
際
と
か
け
離
れ
た
も
の
で

あ

っ
て
は
い
け
な
い
。
か
つ
将
来
を
見
据
え
て

決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
が
大
詰
め
。
年
金
審
議
会
に
お
い
て
議
論
を

集
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
問
題
点
は
、

多
岐
に
わ
た
つ
て
い
る
が
、
す
で
に
整
理
の
段

階
に
入

っ
て
い
る
。

第

二
部
年
金
制
度
の
問
題
点

講
師
。
日
黒
依
子

（上
智
大
学
教
授

。
年
金
審
議
会
委
員
）

●
年
金
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

審
議
会
に
は
女
性
が
二
人
し
か
い
な
い
。
十

分
に
議
論
が
で
き
な
く
て
、
こ
の
ま
ま
で
い
く

と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

だ
が
、
今
日
の
厚
生
省
の
発
言
に

「国
民
の
声

を
聞
い
て
そ
の
意
思
を
反
映
す
る
」
と
い
う
気

構
え
が
見
ら
れ
て
大
変
心
強
い
。

と
こ
ろ
が
実
際
は
、
年
金
崩
壊
の
世
論
ば
か

り
が
先
行
し
て
い
て
、
国
民
の
意
見
の
吸
い
上

げ
を

「ど
う
い
う
方
法
で
や
る
の
か
」
、
「ど
う

変
え
た
い
の
か
」
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
は

国
民
に
も
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
多
様
で
あ

っ

て
も
多
様
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
大
切
。
い
ま

将
来
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
な
い
と
い
け
な

い
。
負
担
額

・
給
付
額
の
計
算
の
レ
ベ
ル
で
は

な
く
基
本
理
念
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

個
人
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

「個
人
単
位
」
に
す
べ
き
。
な
ぜ
個
人
か
と
い

う
と
、
単
純
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
考
え

る
の
を
基
本
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
の
年
金
制
度
は
、
世
代
間
の
サ
ポ
ー
ト

だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
存
在

す
る
。
第
二
号
の
問
題
点
は
実
は
世
代
内
の
間

題
で
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
近
代
家

族
の
基
礎
と
な
る
性
別
役
割
分
業
が
問
題
。
こ

の
仕
組
み
で
は
、
社
会
的
な
単
位
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
の
は
夫
で
あ
り
男
で
あ

っ
て
、
女

性
が
独
立
し
た
社
会
的
な
単
位
に
な

っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
個
人
的
に
女
性
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
仕
組
み

の
問
題
で
あ
る
。

●
世
界
に
問
わ
れ
る
日
本
の
女
性
の
地
位

第
二
号
被
保
険
者
と
い
う
考
え
は
、
大
が
中

心
の
世
帯
単
位
の
考
え
か
ら
き
て
い
る
も
の
で

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル

・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
世
界
女
性
会
議
も
四
回

を
経
過
し
、
す
で
に
世
界
的
に

「女
性
の
人
権
」

の
確
認
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
政
府
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
示
し
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
男
女

平
等
基
本
法
の
制
定
な
ど
に
努
力
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
と
同
調
し
な
い
も
の
の

一
つ
が
第
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淡々とした口調で話される目黒さん

三
号
被
保
険
者
の
問
題
と
言
え
る
。

日
本
で
も
働
く
女
性
の
サ
ポ
ー
ト
の
方
向
性

が
出
て
き
て
い
る
が
、
教
育

・
人
間
開
発

・
栄

養
レ
ベ
ル
で
は
第
二
位
な
の
に
、
働
く
女
性
の

地
位
は
先
進
国
の
中
で
三
二
位
と
低
い
。
男
性

中
心
に
社
会
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
だ
。
日
本
政
府
は
女
性
の
独
立
し
た

地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
わ
け

だ
か
ら
そ
の
視
点
で
年
金
も
考
え
る
べ
き
だ
。

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
と
い
っ

て
い
る
が
、
現
行
の
仕
組
み
か
ら
の
発
想
の
域

を
出
て
い
な
い
。
現
行
制
度
の
根
本
に
あ
る

「内

助
の
功
」
の
考
え
方
、
こ
れ
こ
そ
女
性
の
独
立

を
認
め
て
い
な
い
言
い
方
で
あ
る
。

女
性
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
に
認
め

ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
を
や
る

と
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
波
及
し
て
大
変
だ
と
い

う
が
、
だ

っ
た
ら
年
金
か
ら
、

「名
誉
あ
る
第

一
歩
を
歩
め
ば
よ
い
」。

現
状
の
傾
向
と
問
題
点
を
上
げ
る
と
…

①
年
金
と
少
子
化
と
を
関
連
づ
け
て
語
る
傾

向
が
あ
る
が
、
専
業
主
婦
に
な
れ
ば
出
産
を
意

欲
的
に
す
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
少
子
化
対

策
と
し
で
の
専
業
主
婦
優
遇
は

一
見
説
得
力
は

あ
る
が
全
く
関
連
性
は
な
い
。

②
負
担
能
力
の
な
い
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど

う
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
間
が
出
て
く
る
が
、

そ
れ
は
税
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

考
え
方
で
、
負
担
能
力
の
問
題
と
ニ
ー
ズ
の
問

題
は
別
個
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

③
性
別
役
割
分
業
は
日
本
の
大
き
な
土
台
に

な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し

た
と
は
い
え
未
だ
世
帯
単
位
。　
一
挙
に
個
人
単

位
に
い
く
の
は
難
し
い
が
重
要
で
あ
る
。

④
現
実
の
反
映
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
実
だ

け
で
考
え
る
と
、
「払
わ
ず
、
給
付
さ
れ
た
方
が

良
い
」
と
い
う
意
見
に
な
る
。
別
の
観
点
か
ら

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

使
命
感
と
情
熱
で
公
的
年
金
の
意
義
を
訴
え

ら
れ
た
紺
矢
氏
。
淡
々
と
し
た
日
調
で
女
性
の

独
立
を
明
確
に
か
つ
力
強
く
訴
え
ら
れ
た
目
黒

氏
。
お
二
人
の
聞
き
応
え
の
あ
る
講
演
が
終
了

す
る
と
同
時
に
、
質
疑
の
嵐
。
男
性
の
発
言
も

目
立

っ
た
。

「ど
れ
だ
け
赤
字
な
の
か
情
報
公
開
を
」
と

い
っ
た
要
望
に
始
ま
り
、
遺
族
年
金
の
給
付
の

問
題
、
四
〇
年
間
払
い
続
け
て
も
基
礎
年
金
だ

け
の
一
号
の
問
題
な
ど
質
問

・
意
見
は
多
岐
に

渡

っ
た
が
、
や
は
り
三
号
問
題
に
集
中
。
紺
矢

氏
も
誠
実
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。
紺
矢
氏
の

「将
来
の
年
金
の
あ
り
方
の
問
題
で
、
現
在
三

号
に
給
付
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
に
は
、
「世

代
間
扶
養
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
老
人
を
扶
養

し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
三
号
に
も
扶
養
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
や
、
コ
ニ
号
も
自
立
し

て
世
代
間
扶
養
の

一
翼
を
担
い
た
い
」
と
の
積

極
的
な
意
見
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
現
行
制
度

に
お
け
る
三
号
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
の
指
摘

も
あ

っ
た
。
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日経新聞を見た男性の出席者が多数参加

目
黒
氏
の
女
性
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
講

演
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。
「女
性
が
社
会
的
に
独

立
し
た
単
位
で
な
く
、
人
が
払

っ
た
保
険
金
で

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
仕
組
み
が
問
題
で
、
専
業
主

婦
は
肩
身
が
狭
い
と
思
う
必
要
は
な
い
。
今
の

仕
組
み
は
誰
が
つ
く

っ
た
の
か
考
え
る
べ
き
。

女
性
は
声
を
上
げ
、
自
分
た
ち
の
自
己
決
定
権

が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
鴇
年
の
メ
キ
シ
ヨ
会
議
以
降
、
女
性
達

は
ず
っ
と
学
習
し
て
い
る
。
『高
齢
社
会
を
よ
く

す
る
女
性
の
会
』
も
そ
の
頃
行
動
を
起
こ
し
た
。

立
場
の
違
う
人
間
が
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
。

ど
う
考
え
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
で
あ
る
」
。

年
金
制
度
に
お
け
る
第
二
号
被
保
険
者

年
金
加
入
者
は
、　
百
万

（自
営
業
者
等
）、
二

号

（サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ｏ
公
務
員
等
）、
一言
万

含
一

号
の
被
扶
養
配
偶
者
）
に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
る

が
、
一言
万
は
保
険
料
の
負
担
を
せ
ず
、
年
金
給

付
を
受
け
る
。
一言
万
の
分
は
、　
百
万
、
一一号
が

負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

樋
目
さ
ん
の

「第
二
号
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
」
の
質
問
に
会
場
が
緊
張
。

二

、
現
行
制
度
維
持
派
の
方
」
で
数
人
の
手

が
挙
が
る
。
コ
一、
変
更
派
」
は
会
場
の
大
部
分
。

「三
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
派
」
が
、　
一
よ

り
若
千
多
い
約

一
〇
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
こ

れ
か
ら
の
議
論
の
積
み
上
げ
が
重
要
だ
。

「今
日
は
女
性
が
女
性
を
攻
撃
し
て
い
る
と

の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
言
も
あ

っ
た
。
女
性
同
士
、

そ
し
て
男
性
と
も
手
を
携
え
て
、
年
金
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
ｏ
第
二
弾
に
も
ぜ

ひ
ご
参
加
を
！
」。
と
の
林
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

年
金
学
習
第

一
弾
は
終
了
。

会場に質問を投げ
かける樋口さん

第
二
弾
は
、
五
月
二

一
日
午
後
六
時
よ
り
、

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室
に
て
。

（記
・
井
上
由
美
子
）

「第 3号についてどう考えるか」の質問に緊張する会場
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リ
レ
ー

・
エ
ツ
セ
イ

〇

ま
す
み

鶴
全
国
大
会
へ
の
お
誘
い

ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ

第
十
七
回

「高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
　
　
治
体
の
智
恵
」
を
は
じ
め
、
「女
の
葬
ら
れ
か
た
」

会
鶴
全
国
大
会
」
は
、
九
月
五
日
、
六
日
の
土

。
　

　

「仕
事
も
子
育
て
も
」
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
れ
に

日
曜
日
、
名
古
屋
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
も
く
ら
し
や
す
い
高
齢
社
会
」
「心
の
ケ
ア
に
つ

会
場
は
、
市
の
中
心
繁
華
街

「
栄
」
の
一
角
。　
　
い
て
」
「介
護
サ
ー
ビ
ス
市
民
の
手
で
」
「男
た

五
日
は
、
午
後

一
時
か
ら
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
　
　
ち
の
向
老
学
」
「女
た
ち
が
政
治
を
変
え
る
女
性

タ
ー

「芸
文
大
ホ
ー
ル
」。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「天
　
　
議
員
大
集
合
！
」
な
ど
が
案
と
し
て
あ
が
っ
て

下
分
け
目
の
介
護
戦
略
」。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
樋
口
　
　
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
分
科
会
を
考
え
て
お
い

恵
子
代
表
、
上
野
千
鶴
子
東
京
大
学
大
学
院
教
　
　
て
く
だ
さ
い
。

授
、
そ
れ
に
自
ら
の
手
で
介
護
を
体
験
し
て
い
　
　
　
来
年
は
、
国
連
の
提
唱
す
る

「国
際
高
齢
者

る
男
性
が
加
わ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
」。
今
年
度
の
大
会
を
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

六
日
は
、
午
前
十
時
～
午
後
四
時
愛
知
県
女
　
　
し
て
位
置
付
け
各
界
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

性
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ウ
イ
ル
あ
い
ち
」
全
館
で
　
　
ま
す
。
実
行
委
員
は
、
愛
知
岐
阜
二
重
三
県
合

八
分
科
会
と
全
体
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
同
で
構
成
、
委
員
は
現
在
六
十
名
を
超
え
、
委

テ
ー
マ
は

「介
護
戦
国
時
代
を
生
き
ぬ
く
自
　
　
員
会
は
す
で
に
十
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。
毎
回
、

高ぶ

橋じ

滋
賀
県
彦
根
市
か
ら
も
数
人
が
駆
け
つ
け
女
性

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
県
境
を
越
え
て
ど
ん
ど

ん
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

会
場
予
約
、
後
援
、
協
賛
依
頼
の
や
り
取
り

な
ど
、
組
織
内
で
働
く
行
政
や
企
業
の
窓
口
担

当
者
と
草
の
根
活
動
の
私
た
ち
と
は
、
同
じ
言

語
で
話
合

っ
て
い
る
の
に
感
性
の
ず
れ
か
、
会

話
は
チ
グ

ハ
グ
。
大
会
準
備
そ
の
も
の
を
私
た

ち
は
楽
し
み
面
白
が
っ
て
い
ま
す
。
大
会
を
お

引
き
受
け
す
る
前
は
、
お
互
い
に
近
隣
地
域
で

の
活
動
が
中
心
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
私
た
ち
、
大
会
準
備
を
き
っ
か
け
に
、
心
の

絆
は
、
情
報
交
歓
す
る
た
び
に
ま
す
ま
す
強
く

な
り
、
打
た
れ
強
く
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
政
治
の
風
向
き
を
変
え
、
高
齢
社

会
を
創
造
し
て
い
く
。
全
国
各
地
か
ら

「元
気
」

を
い
っ
ぱ
い
担
い
で
、
駆
け
つ
け
て
き
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
自
立
度
に
期
待
ｔ
て
あ
ま
り

サ
ー
ビ
ス
は
し
ま
せ
ん
が
、
意
義
あ
る
大
会
に

し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

（次
回
は
交
渉
中
で
す
。
）
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○◎○○◎○◎○◎◎◎◎○男・老いを語る④

語り継ぐべき人生とてなく

みや たけ

宮 武
(毎 日新聞・論説副委員長 )

たけし

F]J

若
い
こ
ろ
か
ら
、
お
年
寄
り
に
会
う
の
が
好
　
　
付
い
た
。
「自
宅
か
ら
出
さ
な
け
れ
ば
い
い
の
で

き
だ
っ
た
。
昭
和
史
を
こ
つ
こ
つ
調
べ
る
私
の
　
　
し
ょ
う
。
複
写
機
を
持
ち
込
み
ま
す
か
ら
、
書

興
味
と
い
う
か
、
趣
味
の
せ
い
で
も
あ
る
。
　
　
　
庫
で
コ
ピ
ー
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」。

会
い
た
い
、
と
思
っ
て
い
て
も
、
高
齢
ゆ
え
　
　
　
大
杉
栄
殺
害
の
犯
人
で
あ
り
満
州
国
の
影
の

亡
く
な
ら
れ
る
。
そ
の
一
人
が
元
陸
軍
中
将
、
　

　

帝
王

「甘
粕
正
彦
」、
満
州
事
変
の
仕
掛
人

「石

遠
藤
二
郎
さ
ん
だ
つ
た
。
実
戦
で
は
負
け
を
知
　
　
原
莞
爾
」
、
細
菌
戦
の

「石
井
四
郎
」、
神
風
攻

ら
な
い
軍
人
で
、
戦
後
は

「軍
備
亡
国
」
を
唱
　
　
撃
隊
の
主
唱
者

「大
西
瀧
治
郎
」
…
、
遠
藤
氏

え
、
「
日
中
友
好
」
に
尽
く
す

『異
端
の
人
』
で
　
　
の
幅
広
い
経
歴
が
特
異
な
人
物
の
肉
声
を
蘇
ら

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
、
戦
後
は
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
蓼
承
志
ら
と

十
四
年
前
、
訃
報
に
接
し
、
埼
玉
県
狭
山
市
　
　
の
論
戦
や
対
話
へ
と
変
わ

っ
て
い
く
。

の
自
宅
を
弔
問
し
た
。
長
大
な
日
記
が
あ
る
、
　
　
　
こ
の
国
の
興
隆

・
破
滅

・
再
生
を
そ
の
ま
ま

と
聞
い
た
の
で

「拝
読
で
き
ま
せ
ん
か
」
と
頼
　
　
に
歩
ん
だ
人
生
の
記
録
は
、
私
に
と
っ
て
、
ま

ん
だ
。
「義
父
は
自
宅
か
ら
日
記
を
持
ち
出
す
な
、　
　
る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
あ

っ
た
。
新
間
に
連

と
言
っ
て
ま
し
た
。
こ
こ
で
読
ま
れ
る
な
ら
…
」。　
　
載
し
、
単
行
本
に
ま
と
め
た
も
の
の
、
ま
だ
読

思
い
が
け
な
い
許
し
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
切
っ
た
と
は
、
と
う
て
い
言
え
そ
う
に
な
い
。

小
躍
り
し
た
い
ほ
ど
喜
ん
だ
の
は
、
最
初
の
　
　
　
自
ら
は
、
語
り
継
ぐ
べ
き
人
生
な
ど
持
ち
合

う
ち
、
書
庫
に
並
ぶ
日
記
は
九
二
冊
、
ざ

っ
と
　
　
わ
せ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
少
し
は
暇
な
老
後

一
万
五
千
ペ
ー
ジ
。
何
し
ろ

一
一
歳
の
夏
か
ら
、　
　
が
来
れ
ば
、
も
う

一
度
、
読
み
直
し
た
い
。

亡
く
な
る
直
前
の
九

一
歳
ま
で
八
〇
年
間
、　
一　
　
　
私
た
ち

「戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」
に
と
っ

日
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
、
戦
争
を
意
識
す
る
こ
と
さ
え
な
い
ゆ
え

ほ
ぼ

一
年
間
、
休
み
と
宿
直
明
け
に
狭
山
市
　
　
に

「平
和
の
貴
重
さ
を
知
ら
な
い
世
代
」
に
と
っ

へ
通
っ
た
。
走
り
書
き
の
日
記
は
読
み
に
く
く
、　
　
て
も
、
過
去
を
訪
ね
る
旅
は
ま
す
ま
す
大
事
に

頭
も
目
も
慢
性
疲
労
に
陥

っ
て
、
最
後
は
泣
き
　
　
な
る
、
と
思
う
か
ら
だ
。

●
○
○
○
○
○
◎
○
○
◎
◎
○
○
◎
○
○
○
○
◎
◎
○
◎
○
○
◎
○

1943年生まれ。主に社会保障、福祉、医療など担当。著書

(保健同人社)「将軍の遺言・遠藤三郎日記」 (毎 日新聞社 )、

(共著、新潮文庫)等。

「介護保険のすべて」

「大学病院ってなんだ」
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『
自
立
す
る
老
後
の
た
め
に
』

高
見
澤
　
た
か
子
著

（品
文
社
　
一
三
二
〇
〇
円
＋
税
）

母
が
突
然
逝

っ
た
後
、
父
は

「
一
人
で
暮
ら

す
か
ら
い
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
宣
言
し
た
も

の
の
、
結
局
娘
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
父
は
果
た
し
て
し
あ
わ
せ
だ

っ
た
ろ
う

か
？
　
年
齢
の
せ
い
も
あ

っ
て
か
、
改
め
て
父

の
気
持
ち
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
、
日
本
、
そ
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
年
寄
り
や
家
族
を
訪
ね
、
取

材
し
た
の
が
こ
の
本
の
内
容
で
す
。

植
物
人
間
の
妻
を
十
数
年
介
護
し
続
け
た
男

性
、
あ
え
て

一
人
暮
ら
し
を
選
び
、
ホ
ー
ム
で

暮
ら
す
女
性
、
痴
果
の
母
を
看
取
る
家
族
な
ど
、

老

い
の
日
々
の
し
あ
わ
せ
は
家
族
か
ら
の
自
立

に
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
家
族
観
の
差
、
医
療

。
福

祉
の
基
盤
や
シ
ス
テ
ム
の
違
い
な
ど
、
オ
ラ
ン

グ
と
ベ
ル
ギ
ー
を
例
に
と
り
比
べ
て
み
ま
し
た
。

「公
的
介
護
保
険
」
三
十
年
の
経
験
国
で
あ
る

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
「法
律
で
家
族
に
老
親
の
扶

養
の
義
務
を
負
わ
せ
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
発
的

に
家
族
の
援
助
が
出
て
く
る
」
と
言

っ
て
い
ま

す
。
人
間
ら
し
さ
を
尊
ぶ
こ
と
と
、
自
立
と
は

一
体
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『特
養
ホ
ー
ム
』

入
居
者
の
ホ
ン
ネ

ｏ
家
族
の
ホ
ン
ネ

本
間
　
郁
子
著

（あ
け
び
書
一房
　
一
六
〇
〇
円
＋
税
）

特
養
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
お
年
寄
り
は
何
を
感

じ
、
何
を
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
か
、
家
族
は

特
養
ホ
ー
ム
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、
を
じ
っ

く
り
聞
い
て
み
た
い
、
と
思
い
、
全
国
の
特
養

ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り

一
〇
〇
人
・家
族

一
〇
〇
人

の
面
談
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
書
は
、
そ
の

『声
』
を
あ
り
の
ま
ま
に
収

録
し
た
も
の
で
す
。

「特
養
ホ
ー
ム
に
入

っ
て
ホ
ッ
と
し
た
」
と

い
う
人
が
八
三
％
に
の
ぼ
り
な
が
ら
、
同
時
に

人
手
が
少
な
く
雑
居
部
屋
を
強
い
ら
れ
て
い
る

暮
ら
し
へ
の
切
な
い
思
い
、
苦
し
み
が
浮
き
彫

り
に
…
。
家
族
か
ら
は
、
「地
獄
を
く
ぐ
り
抜
け

生
き
延
び
て
き
た
」
と
い
う
在
宅
介
護
の
過
酷

な
日
々
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
本
音
の

『声
』
を
、
入
居
者
が
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
場
に
変
え
て
い
く
力
に
反
映
さ

せ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

あ
け
び
書
房
〇
三
―
三
二
三
四
―
二
五
七

一

総
会
の
季
節
が
め
ぐ

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
会
報
に
は
、
総
会
の
お
知
ら
せ
、
出

・
欠

ハ

ガ
キ
、
五
月
例
会
チ
ラ
シ
、
会
費
振
込
用
紙

（前

納
の
方
に
は
入
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
）
を
同
封
い

た
し
ま
し
た
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

総
会
に
は
毎
年
多
く
の
皆
様
が
ご
出
席
く
だ

さ
り
、
交
流
の
輪
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
国
際
会
議

（５
／
１３
～
‐５
）

報
告
を
組
み
込
み
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
ご
出

・
欠
の
ハ
ガ
キ
は
忘
れ
ず

お
早
め
に
ご
投
函
を
。
ご
欠
席
の
場
合
、
委
任

状
の
ご
提
出
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
例
会
は

「年
金
勉
強
会
第
二
弾
」
で
す
。

前
回
は
新
聞
を
見
て
の

一
般
参
加
者
が
多
く
、

特
に
男
性
の
多
さ
が
目
を
引
き
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
の
受
付
は
優
先
い
た
し
ま
す
か
ら
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈新
年
度
会
費
ご
納
入
に
つ
い
て
〉
同
封
の
振

込
用
紙
で
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
二
十
五
日

（月
）

十

一
時
～
十
六
時
で
す
。
若
葉
の
新
宿
御
苑
散

策
と
ペ
ア
で
ど
う
ぞ
。
　

　

　

（新
井
倭
久
子
）
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